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フタバガキ科植物の成分研究 (41)インドネシア産 vaticabantamensis葉部の成分(4)
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【目的】フタバガキ科は､主に東南アジアの熱帯から亜熱帯に自生する 17属 500

種を超える科である｡本科植物の材は建築材料として多用される一方で､加工の

際に菓部は廃棄されている｡我々は､未利用廃棄資源の有効活用と本科植物由来

の化合物ライブラリーの充実を目的として､本科菓部の成分精査をすすめてきた｡

今回は前報 '-3)に引き続き同科植物 vaticabantamensis(Hassk.)B.&H.exMiq葉部の
成分研究を行った｡

【方法 ･結果】インドネシア産 vbantamensis菓部を乾燥 ･粉砕後､室温にてアセ

トン抽出を行い､得られたアセ トンエキスを各種クロマ トグラフィーにより分

離 ･精製し､新たに新規化合物 1-3を含む 9種の化合物を単離した｡各化合物に

ついて各種NMR､MSデータ解析の結果によりレスベラトロール誘導体 (1,2,4,5)

テルペノイ ド配糖体 (3)､イソクマリン誘導体 (6-8)､アルカロイ ド配糖体 (9)の
構造決定に至った｡化合物 1はレ

スベラトロール4量体でありトリ

シクロ[6.3.2.02,6]トリデカン環を

持つことが判明した｡ 化合物 2は

hemsleyanoIDの配糖体であった｡
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